














Investigating the ways of support from the narrative of persons 
concerned within the criteria of neurodevelopmental disorders 
-Through the previous research papers -


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































11） 菊 地 啓 子： 当 事 者 か ら の メ ッ セ ー ジ I am 






























































































fighting  for  the  liberty of people with autism! 
「ASD特性の困難」と「生きづらさ」の別離を
求めて．Asp heart  広汎性発達障害の明日のた
めに 13, 64-70, 2015  
（21） 村上由美：こころに余裕ができる生活の工夫 当
事者・家族・支援者へ (特集 第29回日本精神保
健会議 メンタルヘルスの集い もっと知って下
さい! 私たちのこと 発達障害者のニーズと理
解)．心と社会 46, 44-49, 2015 　　　
（22） 上村明：大学における発達障害者支援の現状と
課題  発達障害当事者から感ずること．大学創
造 30, 50-63, 2015  
（23） ゴトウサンパチ：当事者からのメッセージ 「自
分支援」という視点．Asp heart  広汎性発達障
害の明日のために． 13, 62-67, 2014
（24） 金子磨矢子：成人発達障害当事者による居場所
づくり (特集 シリーズ・発達障害の理解(6)発達
障害を生きる) - (当事者と支援者が協働する支援
の視点)．臨床心理学 14(6), 831-835, 2014 
（25） 高橋今日子：発達障害と交友・恋愛・結婚 (特
集 シリーズ・発達障害の理解(6)発達障害を生き
る) -  (発達障害当事者の視点)．臨床心理学 14, 
789-793, 2014 
（26） 浅利俊輔 , 浅利吉子 , 村瀬嘉代子：これまでの
道・これからの道  人として生きる道を求めて 
― 36 ―
畿央大学紀要　第17巻　第２号
(特集 シリーズ・発達障害の理解(6)発達障害を
生きる) -  (発達障害当事者の視点)．臨床心理学 
14, 784-788, 2014 　
（27） 片岡聡 , 菊地啓子：当事者の味方から  DSM-5
のASD診断基準は自閉症理解への架け橋となる
か? (特集 自閉症スペクトラム障害  新しい発達
障害の見方)．心理学ワールド 67, 17-20, 2014
（28） 冠地情：当事者からのメッセージ 発達障害の生
き辛さは発達「機会喪失」障害にあり．Asp 
heart  広汎性発達障害の明日のために 13, 82-88, 
2014　
（29） 村上由美：当事者家族として臨床心理専門職に
わかっていてほしいこと(10) (特集 シリーズ・発
達障害の理解(5)成人期の発達障害支援)．臨床心
理学 14, 687-689, 2014 
（30） 神山忠：発達障害児者における有効な支援を考
える  当事者の体験に学ぶ 読み書き障害当事者
の半生からの反省 (第22回大会特集 多様なニー
ズへの挑戦  たて糸とよこ糸で織りなす新たな
教育の創造  一般社団法人日本LD学会第22回大
会教育講演)．LD研究 23, 142-151, 2014
（31） 林昌枝：私たちはこんな世界を生きている  ア
スペルガー症候群の当事者研究(第5回)広汎性発
達障害,自分自身の特異な性質との戦い．治療 
96, 190-192, 2014  
（32） 森口奈緒美：当事者家族として臨床心理専門職
にわかっていてほしいこと(2)私の受けたカウン
セリングで思うこと (特集 シリーズ・発達障害
の理解(1)発達障害の理解と支援)．臨床心理学 
14, 75-77, 2014
（33） 綾屋紗月：心と社会をつなぐ「言葉」と「動き」 
発達障害当事者としての体験を踏まえて．心と
社会 45, 96-101, 2014  　
（34） 冠地情 , 逸村弘美 [聞き手]：ピープル 試した時
点で大成功!  人が試行錯誤して生きていくこと
を許容する社会になれば 東京都成人発達障害当
事者会イイトコサガシ代表 冠地情さん．月刊地
域保健 44, 102-109, 2013  
（35） 綾屋紗月：当事者グループのわかちあい  カテ
ゴリーを超えて、時間を超えて (成人期の発達
障害)．こころの科学 171, 56-62, 2013
（36） 片岡聡：成人に達した薬学研究者のASDが小児
の精神科臨床に望むこと (第53回日本児童青年
精神医学会総会特集(2)スローガン 児童青年精神
科医療と発達) -  (ミニシンポジウム 当事者から
の訴え(発達障害)．児童青年精神医学とその近接
領域 54, 493-497, 2013
（37） 芹澤忠行：ADHD当事者の視線から精神科医療
に望むこと (第53回日本児童青年精神医学会総
会特集(2)スローガン 児童青年精神科医療と発
達) -  (ミニシンポジウム 当事者からの訴え(発達
障害)．児童青年精神医学とその近接領域 54, 
489-493, 2013
（38） 藤堂高直：欧州と日本におけるディスレクシア
の扱いの相違  DXな人生を送るために (第53回
日本児童青年精神医学会総会特集(2)スローガン 
児童青年精神科医療と発達) --  (ミニシンポジウ
ム 当事者からの訴え(発達障害)．児童青年精神
医学とその近接領域 54, 484-489, 2013 　
（39） 森定薫 , 河合宏：パニック障害・発達障害と就
労について  当事者の実践報告．福祉研究 105, 
85-93, 2013  
（40） 佐久間絢梨：佐久間メッセージ (特集 隣のアス
ピーズ  知ることで変わるお付き合い)．臨床作
業療法 9, 20-24, 2012
（41） 綾屋紗月：当事者研究会のはじまり  発達障害
者を中心とした実践．こころの科学 162, 8-15, 
2012
(42） 南雲明彦：特集 高等学校における発達障害支援
　「読み書きが『普通』にできる」という前提は
疑うべきかもしれない．特別支援教育研究 641, 
1-28, 2011
（43） 芳田 コウヨウ：気持ちを落ち着かせてくれた教
諭と気持ちを不安定にさせた教諭 (スペクトラ
ムとしての軽度発達障害(2))  -(当事者・家族に
とって学校環境はどうあるべきか)．現代のエス
プリ 476, 201-217, 2007 
(44） 瀧澤真沙志：今までの自分を振り返って (特集 
軽度障害等をもつ「子ども」を理解する) -  (軽度
発達障害をもつ当事者の声)．教育 55, 9-11, 2005  
(45） 本田結子：届かない手、つながる手 (特集 軽度
障害等をもつ「子ども」を理解する) -  (軽度発達
障害をもつ当事者の声)．教育 55, 6-8, 2005 　
(46） 白石尚之：道のり (特集 軽度障害等をもつ「子
ども」を理解する) -  (軽度発達障害をもつ当事者
の声)．教育 55, 4, 2005 
